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ほたるの名所 と言わ れるいくつか のスポ ットでは、多 くの人 が生育地域に 入

らなかった影 響で、 今年は生育状 況が良 いと聞きます 。ほた るの光がみな さ

まの心を照ら します ように。  

現在会員登録数 3,358 人さま。次回は７月 １日に特別号 NO.3、７月 21 日に

NO.119 を発行の予定 です。／  
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● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

 

「 YouTube 版  本の海 大冒険」（絵 本編、読 物編、ＹＡ編、科 学編 ）は、毎週金

曜日に２本ず つ配信 中！また、大人向け に紹介する「新刊子ど もの本  ここが

オススメ！」は 、毎月 10 日に配信。今後 も、総括専門員・土 居安子 を中心に、

新しい子ども の本を 紹介していき ます。 ぜひ、ご覧く ださい 。  

チャンネル登 録もお 願いいたしま す。  

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

＜大阪国際児 童文学 振興財団  公式チャ ン ネル  IICLO＞  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

 

●財団の出版 物を販 売しています  

『大阪国際児 童文学 振興財団  研究紀要 』 第 33 号  

発行：当財団  2020 年 3 月  A5 判  183 頁  1600 円＋税  

『 2019 年度国際交流 事業報告集  

 国際講演会 ：韓国 の絵本作家パ ク  ジォ ンチェの絵本 を語る  

 子ども向け ワーク ショップ：パ ク  ジォ ンチェさんと 絵本を つくろう！』  

 発行：当財 団  2020 年 3 月  A4 判 42 頁  1000 円＋税  

『 2019 年度講演会報 告集  

 紙芝居の歴 史から 子どもの読書 文化に ついて考える  講師 ：浅岡靖央』  

 発行：当財 団  2020 年 3 月  A4 判 34 頁  800 円＋税  

詳細、その他 の出版 物は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai 

 

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai


●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『秘密のノー ト』  ジョー・コッ トリル /作  杉田七重 /訳  小 学館  2020年

6月  対象年齢：小 学 校高学年以上  

 

あらすじ： 11歳の少女ジェリーは 化粧品 販売をするマ マと二 人暮らし。も の

まねがうまく 、クラ スでも人気者 だが、 実は、肥満で あるこ とを悩み、誰

にも言えない 気持ち を秘密のノー トに詩 として綴って いた。 ママはジェリ

ーが嫌いな恋 人クリ スと別れてパ ブで音 楽を演奏する レノン と付き合い始

め、ジェリー はこれ までのママの 恋人と は違うレノン に打ち 解け、自分の

詩を見せ、レ ノンは その詩を元に 歌を作 ってくれる。 学校の タレントショ

ーでものまね の代わ りにその歌を 歌おう と決心するが 、クラ スでふざけす

ぎてショーの 出演が 禁止になって しまう 。  

 

Ｙ ： 主 人 公 の ジ ェ リ ー が 自 分 の 外 見 や 母 親 の 不 安 定 な 精 神 状 態 な ど の ス ト レ

ス を 、 食 べ る こ と と 、 誰 か の も の ま ね を し て み ん な に 笑 わ れ る こ と で 解 消

し よ う と し て い る 姿 が 胸 に ぐ さ っ と き ま し た 。 日 本 の 子 ど も た ち が 自 分 を

キャラ化して 防備し ている姿と重 なりま す。  

Ｔ：母親の精 神が不安 定な原因とし て、母親 の父、ジェリ ーの祖父 が男尊女卑

の 考 え の 持 ち 主 で 、 妻 や 娘 を 徹 底 的 に 馬 鹿 に し た 態 度 を と る と い う こ と が

出 て き ま す 。 か な り 極 端 で す が 、 日 本 に も ま だ ま だ こ う い う 男 性 が 大 勢 い

る と い う こ と を 考 え る と 、 こ の 点 も 日 本 の 読 者 に と っ て 意 味 の あ る 作 品 だ

と思いました 。  

Ｙ ： ジ ェ リ ー の 母 親 は レ ノ ン に 出 会 う ま で 、 と ん で も な い ボ ー イ フ レ ン ド ば

かりと付き合 ってお り、ジェリー はその ことを心配し 続けま す。  

Ｔ ： 父 親 を 拒 否 し な が ら も 、 父 親 に 似 て い る 男 性 を 選 ん で い た よ う に 見 え ま

す。  

Ｙ：そんな中 、ちょっ とできすぎと 言える かもしれない レノン に出会って、ジ

ェリーも母親 も大き く変わります 。  

Ｔ ： レ ノ ン は 、 ジ ェ リ ー が 詩 を 書 い て い る こ と を 知 り 、 そ の 詩 に 曲 を つ け ま

す。そして、た またま ジェリーが初 潮を迎 えた日に、最初 に立ち 会うことに

な り ま す 。 そ の 描 か れ 方 が と て も 自 然 で 、 こ れ ま で に 読 ん だ こ と の な い エ

ピソードだな あと思 いました。  

Ｙ：ジェリー は、レノ ンに詩をほめ てもら うことによっ て、自分 の言葉を少し

信 じ ら れ る よ う に な り 、 初 め て 祖 父 に 言 葉 で 抗 議 し ま す 。 ジ ェ リ ー が と て

もたのもしく 見えま した。  

Ｔ：一つの山 場です ね。  

Ｙ：この作品 は、ジェ リーがタレン トショ ーに出られる か、母と レノンの恋愛

http://www.iiclo.or.jp/donation.html
https://twitter.com/IICLO_News


がどうなるか など、 読ませる要素 がいろ いろとありま す。  

Ｔ ： 表 紙 の 絵 や 装 丁 は か な り 女 子 読 者 を 意 識 し て い る よ う に 見 え ま す が 、 男

子にこそ、こ の本を 読んでほしい なあと 思います。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 58 回「毒蛾」  

 実際に起こった問題に材を得た童話  

 

宮 沢 賢 治 が 、 現 実 に 起 こ っ た 問 題 に 材 を 得 て 童 話 を 創 作 し た こ と は よ く 知 ら

れています。 今回取 り上げる「毒 蛾」は 、その一つで す。  

 

文部局の巡回 視学官 の〈私〉は、出張 先の イーハトブの 首都・マ リオで、毒 蛾

襲来に出くわ します。新聞を賑わせ ていた その〈小さな 黄色な毒 蛾〉に刺され

ると、そこが 〈ずん ずん赤くはれ て行〉 き、〈しき りに変な 形 になって行く〉

のです。  

 

滞 在 先 の ホ テ ル は 窓 を 閉 め 切 っ て い て 、〈 肥 っ た ふ く ろ ふ の や う な お ぢ い さ

ん〉が給仕 を怒鳴り つけており 、気分転 換のために出 かけた 床屋では、〈理髪

ア ー テ ィ ス ト 〉 が そ の 技 術 を 発 揮 し て い る さ な か に 隣 の 客 が 毒 蛾 に 刺 さ れ る

いざこざがあ り、町 に出ると撃剣 の先生 が消灯を警告 してま わっています 。  

 

そ の 後 、 十 里 ば か り 南 の ハ ー ム キ ヤ へ 移 動 し た 私 は 、 視 察 先 の コ ワ ッ ク 大 学

校 で 毒 蛾 を 顕 微 鏡 で 観 察 す る ３ 人 の 教 師 と 出 会 い 、 毒 蛾 一 匹 捕 ま え る の に ４

時 間 も か か っ た こ と 、 ハ ー ム キ ヤ で は 毒 蛾 の 被 害 が 殆 ど な か っ た こ と を 聞 い

て大いに笑っ た、と いうものです 。  

 

この物語は、 大正 11（ 1922）年７月に盛 岡を中心とし て発生 した毒蛾襲来 に

材を得ていま す。マリ オとは盛岡、ハー ムキ ヤは花巻、コワッ ク大 学は、賢治

が奉職してい た当時 、「桑っこ大 学」と 揶揄 されていた花 巻農学 校だと言われ

ています。  

 

作品のおもし ろさは、やはりマリオ とハー ムキヤの対比 ではな いでしょうか 。

大 都 会 の マ リ オ で は 多 く の 人 が 刺 さ れ 、 あ れ だ け 大 騒 ぎ し て い た 毒 蛾 が 、 移

動 先 の ハ ー ム キ ヤ で は 蛾 の 捕 獲 に も 苦 心 し 、 一 匹 を 巡 っ て 学 者 が ３ 人 も 大 ま

じ め に 観 察 し て い る と い う 構 図 。 そ こ に は 、 ど こ か 社 会 と 隔 絶 し た 科 学 者 の

世 界 が ユ ー モ ア を 交 え て 描 か れ て い る よ う で す 。 少 し 失 敬 と 思 い つ つ も 、 そ

れ を 笑 い と ば す 視 学 官 に も 〈 明 ら か に 書 き 手 の 眼 差 し 〉（ 木 村 東 吉 ） が あ り 、

学 者 や 作 家 と し て の 視 線 の い ず れ も が 、 こ の 作 品 を 成 立 さ せ て い る よ う に 思

われます。  

 

ところで、以 下は毒 蛾が発生する 幻想的 なマリオの風 景です 。  

〈大きな西洋 造りの 並んだ通りに、電気 が 一つもなくて、並木 の やなぎには、

黄 い ろ の 大 き な ラ ム プ が つ る さ れ 、 み ち に は ま っ 赤 な 火 が な ら び 、 そ の け む

り は や さ し い 深 い 夜 の 空 に の ぼ っ て 、 カ シ オ ピ イ ア も ぐ ら ぐ ら ゆ す れ 、 琴 座

も 朧 に ま た ゝ い た の で す 。 ど う し て も こ れ は 遙 か の 南 国 の 夏 の 夜 の 景 色 の や

うに思はれた のです 。〉  



 

当 時 の 盛 岡 を 見 つ め る 賢 治 の 視 線 が 感 じ ら れ る 作 品 で す 。 な お 、 本 作 の 一 部

はのちに「ポ ラーノ の広場」に組 み込ま れました。  (ペ吉 ) 

 

（本文の引用 は、ち くま文庫版『 宮沢賢 治全集』第５ 巻によ りました。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  １２  

***************************************************************** 

 

「 母 さ ん 、 ど う し て エ レ ベ ー タ ー に 乗 ら な い の ？ く た び れ ち ゃ っ た よ 」 す る

と、母さんは答えた 。「 あのエレベー ターは 弱い人たちの ための ものなんだよ 。

あたしたちは、階 段を 上るから丈夫 でいら れるんだ」って。で も 、この詩は、

なにかそれ以 上のこ とを言ってる 気がす る。  

 

（『ハーレ ムの闘う 本 屋  ルイス・ ミショ ーの生涯』ヴ ォーン ダ・ミショー・

ネルソン /著  Ｒ・グ レゴリー・クリスティ /イラスト  原田勝 /訳  あすなろ

書房  2015 年 2 月  p.69）  

 

これは、1939 年～ 1975 年までハーレムで黒 人の本だけを 扱った 本屋を経営し

ていたルイス・ミショ ーの伝記的な 作品に 出てくること ばで、こ の本は、短い

章 ご と に 語 り 手 が 異 な り ま す 。 そ の 中 に は 多 く の 実 在 し た 人 物 が 含 ま れ ま す

が、この部 分の語り手 であるスヌー ズ（いね むりの意）は、高 校を 中退した 10

代の少年で、 著者が 創造した人物 であり 、その母も同 様です 。  

 

こ の 場 面 は 、 通 り を 歩 い て い た ス ヌ ー ズ を ル イ ス ・ ミ シ ョ ー が 自 分 の 本 屋 に

誘い込み、黒人の 詩人 ラングストン・ヒ ュー ズの『夢の番人』を 紹 介した場面

で、スヌー ズは、本 書 の原題「 No Crystal Stair」の元になった詩 を読んでい

るところです。ス ヌー ズは、母が階段を 使う ことと、詩の中で、語 り手が息子

に向かって「わたし の 人生は水晶の 階段じ ゃなかったけ れど」「 上りつづける 」

といい、息子 に「引き 返してはいけ ない」と 告げているこ とを重 ねています。  

 

スヌーズは 、「な にか それ以上のこ とを言 ってる」と 言ってい ますが、私 にと

っては、スヌ ーズの母 のことばこそ が、心に ささりました 。働きづ めで疲れて

いても、自分 のできる ぎりぎりまで 、自分の 力で階段をの ぼり、そ れを誇りと

す る 。 そ の こ と を 息 子 に 身 を も っ て 教 え る ス ヌ ー ズ の お 母 さ ん の 強 さ は 、 ハ

ー レ ム で 生 き て き た 多 く の ア フ リ カ 系 の 人 た ち の 強 さ に つ な が る の だ と 思 い

ました。  

 

この本を読む と、暴力 ではなく、ことばを 、知識を、本 を、と訴 え 続けたミシ

ョーの一生に 心をう たれ、 Black Lives Matter のことばの意味 に少しだけ近

づける気がし ます。（ Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

和歌山県立近 代美術 館で６月 28 日まで開催されている 企画展「 もようづくし 」

に行ってきま した。縄 文土器などの 考古資 料や、版画、油彩、シ ルクスクリー

ンなどの絵画 、陶器 など、日本の 作品か ら海外の作品 まで約 200 点が、第１

章「人のい となみと模 様」、第 ２章「 模様化 と抽象化」、第３ 章「 模様を引用す



る」、第４章「 模様再 考  具象・抽 象を超え て」の４章の構成 で展 示されていま

す。  

 

私 に と っ て は 特 に 第 １ 章 が 興 味 深 く 感 じ ら れ ま し た 。 江 戸 時 代 に 和 菓 子 の 図

案として描か れた草 花や鳥の絵（「駿 河屋 絵手本帖」）、そしてそ れを元にして

作 ら れ た で あ ろ う 「 駿 河 屋 菓 子 木 型 」、 喜 多 川 歌 麿 の 浮 世 絵 の 中 の 着 物 の 柄 、

草間彌生のピ ンクに 白の水玉模様 の犬の 立体作品、「 ろまんち っく手摺千代 紙」

な ど 、 い わ ゆ る 日 用 品 か ら 芸 術 作 品 ま で あ り と あ ら ゆ る も の が あ り 、 そ の ど

れにも「もよ う」が あることに、 あらた めて気づかさ れまし た。  

 

２ 章 か ら ４ 章 ま で は 、 そ の 模 様 を 芸 術 作 品 と し て 表 現 し て い る 作 品 が 紹 介 さ

れていて解説 を読み ながらなるほ どと思 いました。おまけとし て、「 ちょっと

よりみち  身の回り に ある自然の模 様」コ ーナーもあり 、写実的 な魚の絵や鉱

石や蝶の標本 などが 展示されてい て、自然 の中にある「 もよう」を感じること

ができました 。  

 

絵 本 を 見 る と き に も 「 も よ う 」 と い う 視 点 で 見 る と ま た 新 し い 発 見 が あ る か

なと思いなが ら帰路 につきました 。（Ｋ ）  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  大竹英洋写真展  ノースウッズ －生命 を与える大地 －  

会  場：富士フイル ム フォトサロン 大阪（ 大阪市中央区 ）  

会  期：６月 26 日（金）～７月９ 日（木 ）午前 10 時～午後７ 時  6/28 は休館  

入場料：無料  

主  催：富士フイル ム （株）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で紹介しました『秘密 のノート』を１

名の方にプレ ゼント します。ご 希望の方 は、メール で件名「 メ ルマガ  NO.118

プレゼント希 望」と し、 (1)お名前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メー

ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け れ ば  (5) こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書 き の う え  

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は７月 10 日（金 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

県境を越えて の移動 自粛が続くな か、ウ ォーキングが 日課に なっています 。

そのおかげで 、半世 紀以上住んで いる地 元ながら、初 めての 道を通って初 め

ての場所にた どり着 くなど、新た な発見 があります。 レトロ な雰囲気のレ ン

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


ガ造りの高架 橋や水 門、ユニーク な意匠 の建物を見つ けたり 、路地の出口 が

想定外の場所 だった りするなど、 コロナ 禍がさらに緩 和し梅 雨が明けても 、

ウォーキング のとり こになりそう です。 （ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


